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「人と自然が織りなす  しあわせ実感都市  瀬戸内」を目指して

４月１日、玉津小学校と邑久小学校は統合しました。３月 20 日、玉津小
学校（邑久町尻海）の閉校式を行い、明治６年の開校以来約 140 年の長
い歴史に幕を閉じました。（写真①「玉小」と人文字を作った校庭と旧校
舎周辺／②校舎外観／③校舎から瀬戸内海を望む／④参加者の涙ぐむ姿も
見られた閉校式）

玉津小学校の沿革
明治  ６年　第二中学区四十二番小学として開校
　　　　　  民家を以て之に充てる
明治  ８年　黄

き じ ま

嶋小学となる
　　　　　  四十五番小学（庄田）を支校とする
明治 11年　校舎を新築し、錦海小学校と改名
明治 19年　義務教育４年制の尋常錦海小学校となる
明治 22年　支校と合併し、錦海尋常小学校となる
明治 36年　玉津尋常小学校となる
明治 44年　北校舎落成
昭和  ２年　南校舎落成
昭和  ４年　玉津尋常高等小学校となる
昭和 16年　玉津国民学校となる
昭和 22年　玉津小学校となる
昭和 29年　邑久町立玉津小学校となる
昭和 41年　屋内体育館竣工
昭和 46年　プール竣工
昭和 58年　新校舎落成、屋内体育館拡張
平成 16年　瀬戸内市立玉津小学校となる
平成 22年　体育館耐震補強工事
平成 25年　閉校、瀬戸内市立邑久小学校と統合

４月１日、玉津小学校と邑久小学校は統合しました。３月 20 日、玉津小

② ①

③

④

５
平成 25（2013）年

第102号



平
成
25
年
度

　
当
初
予
算

会
計(

２
会
計)

が
39
億
２
２
９
万
円

︵
前
年
度
当
初
比
22
・
５
％
増
︶、
全
会

計
の
総
額
は
３
１
５
億
９
７
９
万
円

︵
前
年
度
当
初
比
10・０
％
増
︶
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
の
内
訳

市
税
・
市
債
は
増
加
、
地
方
交
付
税

は
減
少

り
、前
年
度
と
比
べ
て
３・９
％
︵
２
億

円
︶
の
減
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
債
に
つ
い
て
は
、
地
方

財
源
の
不
足
を
補
て
ん
す
る
た
め
の

臨
時
財
政
対
策
債
を
前
年
度
と
比
べ

て
４
・
０
％
︵
３
、１
０
０
万
円
︶
の

減
と
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
大
型
事

業
の
展
開
な
ど
に
伴
い
、
市
債
全

体
で
は
前
年
度
と
比
べ
て
57
・
３
％

︵
９
億
１
、６
３
０
万
円
︶
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
出
の
内
訳

新
市
民
病
院
建
設
本
格
開
始
な
ど
に

よ
り
大
幅
増
、
市
誕
生
以
来
最
大
規
模

　
一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
中
学
生
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
を
は
じ
め
、
高
齢

化
の
進
展
な
ど
に
よ
る
社
会
保
障
費
の

自
然
増
や
、
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め

の
市
営
住
宅
福
里
西
村
団
地
建
設
、
教

育
分
野
で
は
体
験
型
の
授
業
研
究
な
ど

の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
補
正
予
算
に
伴
い
、
災

害
に
備
え
る
た
め
幼
稚
園
施
設
耐
震
化

事
業
や
耐
震
性
貯
水
槽
整
備
な
ど
を
前

倒
し
で
平
成
24
年
度
内
に
予
算
計
上
し

平
成
25
年
度
へ
繰
越
し
て
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
戦
略
重
点
事
業
と
し
て
、

地
域
内
で
人
・
モ
ノ
・
金
が
循
環
す
る

仕
組
み
づ
く
り
、
定
住
化
、
ご
み
減
量

啓
発
や
子
ど
も
を
伸
ば
す
教
育
事
業
費

な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
・
事
業
会
計
で
は
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
や
介
護
保
険
特
別
会
計

の
給
付
費
、
企
業
団
地
造
成
事
業
特
別

会
計
の
事
業
費
、
新
病
院
建
設
に
か
か

る
事
業
費
の
増
額
な
ど
と
い
っ
た
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
予
算
を
編
成
す
る
う
え

で
、
不
足
財
源
は
財
政
調
整
基
金
に
よ

り
対
応
し
て
お
り
、
大
幅
増
と
な
っ
た

一
般
会
計
予
算
は
、
平
成
16
年
の
３
町

合
併
以
降
、最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
事
業

　

・
子
ど
も
を
伸
ば
す
教
育

１
億
４
、９
４
６
万
円

　
教
育
支
援
員
、
外
国
人
講
師
、
図
書

館
司
書
、
複
式
学
級
に
対
応
す
る
た
め

の
非
常
勤
講
師
を
配
置
し
ま
す
。

　

学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
活
用

し
、
教
育
者
を
目
指
す
学
生
を
教
育
現

場
に
招
き
ま
す
。

　
ま
た
、体
験
型
授
業
を
新
た
に
研
究・

推
進
す
る
た
め
、
著
名
な
指
導
者
を
招

き
、
教
員
と
児
童
を
対
象
に
体
験
的
学

習
を
実
施
し
ま
す
。

　

・
ご
み
30
％
減
量　

  　

  

９
６
２
万
円

　
資
源
ご
み
回
収
団
体
や
生
ご
み
処
理

機
購
入
者
へ
の
助
成
な
ど
市
内
で
排
出

さ
れ
る
ご
み
の
30
％
減
量
に
向
け
た
啓

発
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

・
塩
田
跡
地
の
管
理
と
活
用　

３
、３
７
４
万
円

　

排
水
ポ
ン
プ
や
堤
防
の
維
持
管
理
、

産
業
廃
棄
物
処
分
場
跡
地
廃
止
に
伴
う

覆
土
な
ど
錦
海
塩
田
跡
地
の
管
理
を
行

う
と
と
も
に
、
太
陽
光
発
電
を
軸
と
し

た
跡
地
の
活
用
と
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

会
計
別
当
初
予
算

区分 予算額（万円）
一般会計 1,583,087

特別
会計

国民健康保険 439,545
裳掛診療所 3,463
美和診療所 2,201
介護保険 385,905
後期高齢者医療 46,532
農業集落排水事業 26,864
漁業集落排水事業 3,061
下水道事業 146,182
土地開発事業 9,746
企業団地造成事業 114,164

計 1,177,663

事業
会計

病院事業 243,150
水道事業 147,079

計 390,229
合計 3,150,979

その他
予備費 771 円　労働費 488 円

計 406,868 円

この図は、一般会計の歳出が１人当たりい
くらになるかを目的別に算出したものです。

（H25.4.1 現在人口　38,909 人）

市民１人当たりの主な予算

平
成
25
年
度
当
初
予
算
概
要

　
全
会
計
の
総
額
は
、
前
年
度
当
初
と

比
べ
て
10
％
増
加

　
平
成
25
年
度
当
初
予
算
は
、
市
の
経

営
指
針
で
あ
る
第
２
次
瀬
戸
内
市
総
合

自主財源
（35.3％）

市税（28％）
44億2,784万円

分担金・負担金（1.4％）
2億1,485万円

国庫支出金（8.5％）
13億5,235万円

県支出金
（5.5％）
8億7,407万円

市債
（15.9％）
25億1,430万円

使用料・手数料（1.2％）
1億9,085万円

繰入金（3.1％）
4億9,421万円

諸収入（1.0％）
1億6,349万円

財産収入・寄附金・繰越金
（0.6％）
9,391万円地方譲与税・各種交付金

（3.7％）
5億8,500万円

地方交付税（31.1％）
49億2,000万円

依存財源
（64.7％）

歳入

政
運
営
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
行
財
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

　
予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
予
算
が

１
５
８
億
３
、０
８
７
万
円
︵
前
年
度

当
初
比
８・６
％
増
︶、
特
別
会
計(

10

会
計)
が
１
１
７
億
７
、６
６
３
万
円

︵
前
年
度
当
初
比
８
・
１
％
増
︶、
事
業

計
画
に
掲
げ
る
将
来
像

﹁
人
と
自
然
が
織
り
な

す 

し
あ
わ
せ
実
感
都

市 

瀬
戸
内
﹂
の
実
現

を
目
指
す
た
め
、
重
点

的
に
取
り
組
む
事
業
を

選
定
し
、
限
ら
れ
た
財

源
を
重
点
的
・
効
率
的

に
配
分
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
自
主
自
立
の
強

い
財
政
基
盤
を
確
立

し
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
上
げ
る
行

　
一
般
会
計
予
算
の
歳
入

の
う
ち
、
市
民
税
は
、
日

本
経
済
が
若
干
の
持
ち
直

し
傾
向
に
あ
り
、
個
人
市

民
税
は
前
年
度
と
比
べ
て

０・６
％
︵
８
６
８
万
円
︶

の
微
増
、
法
人
市
民
税

は
前
年
度
と
比
べ
て
13
・

１
％
︵
５
、５
８
７
万
円
︶

の
増
、
市
税
全
体
で
は
前

年
度
と
比
べ
て
２・
１
％

︵
９
、１
４
５
万
円
︶
の
増

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

は
、
税
収
な
ど
の
基
準
財

政
収
入
額
の
増
や
例
年
の

実
績
見
込
み
な
ど
に
よ

議会費（1.4％）
2億1,513万円

予備費（0.2％）
3,000万円

総務費
（10.2％）
16億1,412万円

労働費（0.1％）
1,900万円

農林水産業費
（7.8％）
12億3,157万円

商工費（2.2％）
3億4,585万円

土木費（8.8％）
13億9,972万円

消防費（6.4％）
10億1,849万円

教育費（12.2％）
19億2,468万円

衛生費（9.4％）
14億8,598万円

公債費
（11.9％）
18億8,786万円

民生費
（29.4％）
46億5,847万円

158億
3,087万円

歳出

民生費

119,727 円

公債費

48,520 円

総務費

41,484 円

農林水産業費

31,653 円

衛生費

38,191 円

教育費

49,466 円

土木費

35,974 円

消防費

26,176 円

議会費

5,529 円

商工費

8,889 円
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平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
牛

窓
東
小
学
校
の
耐
震
化
改
修
に
よ
る
建

替
え
工
事
を
は
じ
め
、
平
成
25
年
度
か

ら
老
朽
化
し
た
邑
久
中
学
校
の
大
規
模

改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

基
金
お
よ
び
市
債
残
高
の
状
況

　

約
４
億
６
、７
０
０
万
円
の
財
源
不

足
を
補
う
た
め
に
取
り
崩
し
た
財
政
調

整
基
金
は
、
当
初
予
算
編
成
後
、
約

24
億
４
、３
３
３
万
円
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　

ま
た
、
普
通
会
計
の
市
債
残
高
見

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
お
よ
び
海
抜
表

示
の
整
備
や
自
主
防
災
組
織
活
動
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

８
５
７
万
円

　
市
民
団
体
の
支
援
や
情
報
発
信
、
相

談
活
動
、
商
工
観
光
支
援
活
動
な
ど
各

種
地
域
協
力
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

・
小
児
医
療
費
等
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　

 

１
億
５
、１
５
６
万
円

　

医
療
費
を
中
学
生
ま
で
無
料
と
し
、

子
育
て
家
庭
を
支
援
し
ま
す
。

　

・
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業

　
　
　
　
　
　

                 

５
０
３
万
円

　
新
病
院
の
建
設
に
合
わ
せ
て
、保
健・

福
祉
・
医
療
が
連
携
し
て
在
宅
医
療
の

充
実
を
図
る
べ
く
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
構
築
を
行
い
ま
す
。

　

・
市
営
住
宅
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　

 

２
億
４
、５
８
６
万
円

　
老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
福
里
西
村
団

地
Ⅰ
か
ら
Ⅲ
ま
で
を
建
て
替
え
ま
す
。

　

・
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備

　
　
　
　
　
　

 

４
億
２
、４
３
５
万
円

　
電
波
法
の
改
正
に
伴
い
、
消
防
・
救

急
で
使
用
し
て
い
る
無
線
設
備
を
デ
ジ

タ
ル
化
に
向
け
て
整
備
し
ま
す
。

　

・
学
校
教
育
施
設
耐
震
化
お
よ
び
大
規

　

模
改
修
整
備  

５
億
４
、１
６
８
万
円

　

・
地
域
内
で
人
、
モ
ノ
、
金
が
循
環
す
る

　

仕
組
み
づ
く
り　

13
億
４
、２
４
５
万
円

　
市
民
活
動
団
体
の
公
益
的
な
活
動
に

対
し
て
助
成
す
る
公
募
型
の
市
民
活
動

応
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
応
援
寄
附
制
度
の
積
極
的
な
利
用
促

進
や
、
農
水
産
物
や
加
工
品
の
ブ
ラ
ン

ド
化
や
商
品
の
販
路
拡
大
、
コ
ン
テ
ス

ト
の
実
施
な
ど
瀬
戸
内
市
発
ブ
ラ
ン
ド

の
展
開
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
の
交
通
輸
送
の
利
便
性
な

ど
を
生
か
し
、
優
良
企
業
を
積
極
的
に

誘
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
牛
窓
と
前
島
と
の
海
上
交
通

と
な
っ
て
い
る
フ
ェ
リ
ー
の
新
造
費
を

補
助
し
ま
す
。　

　

・
定
住
化　
　
　
　

  

３
、７
８
４
万
円

　
販
売
促
進
補
助
金
な
ど
販
売
体
制
を

強
化
し
、
オ
リ
ー
ブ
団
地
牛
窓
を
は
じ

め
と
す
る
分
譲
団
地
の
販
売
促
進
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
　

・
新
市
民
病
院
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　

 

９
億
６
、３
８
６
万
円

　
平
成
27
年
度
に
か
け
て
、
市
民
医
療

の
中
心
と
な
る
総
合
病
院
の
建
設
を
手

が
け
ま
す
。

　

・
地
域
防
災
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　

 　
　

２
、３
７
３
万
円

　
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
津
波
ハ

職員の給与状況市
　市職員の給与は、人事院の勧告やほかの地方自治体との均衡
を考慮して、条例で定められていますが、市民の皆さんにより
一層のご理解をいただくため、現在の状況をお知らせします。
詳細は、市のホームページに掲載しています。
　総務課　☎０８６９ - ２２ - ３９０９
HP http://www.city.setouchi.lg.jp/data/soumu_syokuin.html

５  職員の初任給の状況　H24.4.1 現在

区分 瀬戸内市 国

一般行政職
大学卒

円 円

172,200 172,200

高校卒 140,100 140,100

技能労務職 高校卒 137,200 ― 

６  職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　H24.4.1 現在

区分
経験年数

10 年 15 年 20 年

一般行政職
大学卒

円 円 円

240,611 285,467 335,550

高校卒 204,200 － 300,767

７  一般行政職の級別職員数の状況　H24.4.1 現在

区分 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級
計

標準的な職務内容 部長・参与 課長・参事 課長補佐 係長・主幹 主査 主任 主事

職員数
人

9 34 19 34 36 45 27 204

構成比
％

4.4 16.7 9.3 16.7 17.6 22.1 13.2 100.0

８ 職員手当の状況（上水道・病院事業職員を除く全職員）

（１） 期末手当・勤勉手当　H24.4.1 現在

区分 6 月期 12 月期 計
期末手当 月分 1.25 1.50 2.75
勤勉手当 月分 0.70 0.70 1.40

（３） 特殊勤務手当　H24.4.1 現在

支給実績（23 年度決算） 3,140 千円
支給職員 1 人当たり平均支給年額（23 年度決算） 44,225 円
職員全体に占める手当支給職員の割合（23 年度） 17.2%

手当の種類（手当数） 6
手当の名称 支給対象職員 主な支給対象業務 支給単価

防疫作業手当 作業従事職員 感染病防疫作業 日額 1,000 円
犬猫死体処理手当 作業従事職員 犬猫等の死体処理作業 １体 1,000 円

行旅人死体取扱手当 作業従事職員 行旅死亡人の死体処理 １体 3,000 円
環境衛生手当 作業従事職員 クリーンセンター等での業務 月額 15,000 円

火葬業務手当 作業従事職員
火葬作業（平日） １体 18,000 円
火葬作業（土日・祝日） １体 25,000 円

消防業務手当 消防業務従事職員
休日等出勤 １回 300 ～ 500 円
救急出動等 １回 150 ～ 510 円

（４） 時間外勤務手当
支給実績（23 年度決算） 65,826 千円

職員１人当たり平均支給年額（23 年度決算） 159 千円

11  部門別職員数の状況と主な増減理由 　

区分
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
H23.4.1 H24.4.1

給
料

一
般
行
政
部
門

議会 5 人 6 人 1 人 人事異動による増
総務 76 75 △ 1 人事異動による減
税務 17 18 1 人事異動による増

農林水産 7 7 0
商工 5 8 3 企業誘致推進による増
土木 18 16 △ 2 人事異動による減
民生 86 85 △ 1 人事異動による減
衛生 27 26 △ 1 人事異動による減

計 241 241 0
教育部門 67 67 0
消防部門 69 69 0

小計 377 377 0

会
計
等
部
門

公
営
企
業

病院 76 79 3 採用による増
水道 29 26 △ 3 水道分室と支所業務の統合による減

下水道 13 12 △ 1 人事異動による減
その他 25 25 0

小計 143 142 △ 1
合計 520 519 △ 1

１ 人件費の状況（平成 23 年度普通会計決算）
住民基本台帳人口

（23 年度末）
歳出額

A 実質収支 人件費
B

人件費比率
B / A

人 千円 千円 千円 ％

38,861 15,064,832 464,192 3,074,352 20.4
（注）人件費には市長・議員などの給料・報酬を含んでいます。

２  職員給与費の状況（平成 23 年度普通会計決算）
職員数

A
給与費 １人当たり給与費

B / A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B
人 千円 千円 千円 千円 千円

376 1,303,592 183,138 481,162 1,967,892 5,234
（注）職員手当には、退職手当を含みません。また、職員数は平成 23 年 4 月 1 日現在の人数です。

３  一般行政職の給与水準（ラスパイレス指数の状況） 　H24.4.1 現在

区分 瀬戸内市 県内 14 市平均（岡山市を除く）

国家公務員の給与減額措置を加味した結果 102.5 106.9
国家公務員の給与減額措置がないとした場合 94.7 98.8

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水
準を示す指数です。
平成 24 年度から国家公務員の給与の改定及び臨時特例に関する法律に基づき、時限的
に（２年間）、国家公務員の給料が減額されました。

（２） 退職手当　H24.4.1 現在

区分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 35 年 最高限度額
　自己都合 月分 21.00 33.75 47.50 59.28

　勧奨・定年 月分 27.30 42.12 59.28 59.28
平成 23 年度 1 人当たり平均支給額　自己都合 8,899 千円　勧奨・定年 22,552 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は平成 23 年度に退職した職員に支給された平均額です。

（５） その他の手当　H24.4.1 現在

手当名 内容及び支給単価 支給実績
（23 年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（23 年度決算）

扶養手当 配偶者、子どもなどの区分により被扶
養親族 1 人につき 6,500 円～ 13,000 円

千円 円

38,591 225,678
住居手当 借家のみ 12,000 円～ 27,000 円 20,832 267,076

通勤手当

・交通機関利用者
   運賃の額に応じて最高 55,000 円
   まで支給

・自動車などの使用者
   距離に応じて 2,000 ～ 24,500 円

22,365 61,106

管理職手当 職に応じて給料の 8 ～ 12％ 44,104 474,236
管理職員特別

勤務手当
管理職が緊急時、休日等に出勤した場合
1 回上限 4,000 円、6 時間超 6,000 円 970 6,258

宿日直手当 勤務場所に応じて 4,200 ～ 5,900 円 5,528 13,352

９ 特別職の報酬等の状況 　H24.4.1 現在

区分 給料月額 期末手当

給
料

市長
円 平成 23 年度支給割合 2.95 月分（6 月期

1.4 月分、12 月期 1.55 月分）・加算措置
44％

660,000（880,000）
副市長 576,000（720,000）
教育長 531,200（640,000）

報
酬

議長 450,000 平成 23 年度支給割合 3.0 月分（6 月期
1.4 月分、12 月期 1.6 月分）・加算措置
15%

副議長 380,000
議員 350,000

（注）市長 25％、副市長 20％、教育長 17％の減額措置を行っています。（　）は減額前の数値です。

10  定員管理の進捗状況 　H17.4.1 ～ H24.4.1 における定員管理の進捗状況

職員数
増減数 増減率

H17.4.1 H24.4.1
人 人 人 ％

561 519 △ 42 △ 7.49

４  職員の平均年齢、平均給料月額の状況 　H24.4.1 現在

区分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職
歳 円

42.5 311,700

技能労務職 53.6 289,200
（注）平均給料月額とは平成 24 年 4 月 1 日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。
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４
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市役所本庁１階案内図

部署 ☎（0869） 主な業務内容
議会事務局 22-0979 ●議会　●議事　●会議録

総務課
行政係 22-1112 ●例規　●文書管理　●選挙　●情報公開　●議会との連絡調整
職員係 22-3909 ●職員人事・服務　●給与　●研修　●行政組織
内部監査室 22-1112 ●個別外部監査　●法令遵守

契約管財課 契約係 22-3906 ●工事・物品入札　●契約
管財係 22-2079 ●市有財産管理　●行政情報化施策

危機管理課 22-3904 ●危機管理　●防災　●国民保護　
地域安全推進室 ●防犯灯　●不当要求行為対策　●防犯　●交通安全

経営企画課 企画係 22-1113 ●総合計画　●総合調整　●土地利用計画　●行政改革
財政係 22-3905 ●財政計画　●予算編成　●地方交付税　●市債

まちづくり推進課 22-1031 ●地域振興　●市民協働　●国際交流　●開発調整　●定住促進　●統計調査　●地域情報化施策　●広聴広報
錦海プロジェクト推進課 22-1296 ●錦海塩田跡地問題対策

市民課

市民係 22-1115 ●戸籍　●住民基本台帳　●外国人住民の在留管理　●埋火葬許可
●パスポート　●市税の諸証明　●保健福祉関係総合窓口　

国保年金係 22-1790 ●国民健康保険　●国民年金
医療費給付係 22-3958 ●後期高齢者医療　●心身障害者医療　●小児医療　●ひとり親家庭等医療
人権啓発室 22-3922 ●人権施策　●人権啓発　●犯罪被害者支援対策　 ● DV 対策

税務課 市民税係 22-1114 ●個人・法人市民税　●軽自動車税　●介護保険料　●他諸税　●収納・督促
資産税係 22-1181 ●固定資産税　●地籍管理

収納推進課 22-2464 ●市税等の徴収　●滞納整理　●納税相談
生活環境課 22-1899 ●公害防止　●合併処理浄化槽　●消費者行政　●ごみ・し尿処理　●一般廃棄物　●狂犬病予防

建設課
計画管理係 22-2649 ●市営住宅　●建設工事の用地取得・補償　●不動産登記　●建築確認
施設管理係 22-3923 ●市道・橋梁・河川・水路・ため池などの施設管理　●河川・水路・港湾の樋門
工務係 22-2099 ●市道などの新設改良・維持補修　●耕地事業工事　 ●林道工事　●土木施設災害復旧工事

産業振興課

農業振興係 22-3934 ●農業水産業の振興　●農業振興地域整備計画
水産林務係 22-3942 ●水産業の振興　●治山治水
商工観光係 22-3953 ●商・工・観光業の振興　●観光協会　●労政
地域ブランド推進係 22-3934 ●地域ブランドの推進

企業立地課 22-1284 ●企業誘致の企画・調整
出納室 22-1291 ●出納事務　●決算
監査委員事務局 22-1193 ●一般監査　●出納検査　●決算審査

瀬戸内市役所本庁　代表☎ 0869-22-1111

部署 ☎（0869） 主な業務内容
牛窓支所 34-3431 ●総合窓口　●本庁との連絡調整

総務学務課
総務係 34-5640 ●委員会庶務　●奨学金関係　●人事　●教育施設の整備・管理など
学務係 34-3460 ●教育人事　●学校の組織・運営　●入学　●学校保健　●就学援助
指導係 34-3968 ●学校指導　●生徒指導・進路指導　●教職員の研修

社会教育課

生涯学習係 34-5601 ●生涯学習・社会教育の企画振興
文化振興係 34-5604 ●文化財関係　●芸術文化
スポーツ推進係 34-5605 ●市民スポーツの普及　●体育施設の管理運営
新図書館開設準備室 34-5607 ●新図書館開設準備

牛窓庁舎

部署 ☎（0869） 主な業務内容
長船支所 26-2001 ●総合窓口　●本庁との連絡調整

いきいき長寿課
介護保険係 26-5926 ●介護保険事業計画・運営　●介護認定審査　●被保険者の管理　●保険給付
高齢者支援係 26-5948 ●老人福祉計画　●高齢福祉

長船庁舎　

部署 ☎（0869） 主な業務内容

福祉課
社会福祉係 26-5941 ●民生委員・児童委員　●日赤　●戦傷病者等援護
障害福祉係 26-5943 ●障害者福祉など
生活支援係 26-5944 ●生活保護など

子育て支援課
児童保育係 26-5946 ●児童福祉　●保育　●子育て支援
児童母子係 26-5947 ●母子福祉・児童手当など

健康づくり推進課
地域保健係 26-5962 ●母子保健　●予防接種　●精神保健
健康推進係 26-5961 ●健康相談　●保健指導　●栄養指導　●健康診断

保健福祉センターゆめトピア長船（福祉事務所）　代表☎ 0869-26-8001

部署 ☎（0869） 主な業務内容
裳掛出張所 25-0004 ●総合窓口　●本庁との連絡調整
消防本部 22-1333 ●消防団事務　●警防・予防・通信業務
トータルサポートセンター準備室 22-3800 ●保健・福祉・医療連携の企画　●福祉総合相談　●医療・介護関係機関等の連携促進

その他　

主な業務内容と電話番号

部署 ☎（0869） 主な業務内容

上水道業務課 経営係 22-1325 ●水道事業総務　●予算・決算　●経理　●資産管理
営業係 ●水道料金　●水道メーターの検針・管理　●開閉栓受付

上水道施設課 工務係 22-1326 ●水道施設の設計・施工　●配水設備の維持管理　●給水工事受付　●漏水対策
浄水係（福山浄水場）086-943-4570 ●浄水設備の維持管理　●水質管理

下水道課
業務係

22-5151
●賦課・徴収

工務係 ●下水道事業計画　●工事設計・施工
施設係 ●排水設備指定工事店登録　●施設の維持管理

水道庁舎（上下水道部） 
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人
の
運
転
免
許
証
を
持
参
し
、
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
20
年
度
以
降
の
減
免
申
請

内
容
︵
障
害
の
等
級
、
車
、
運
転

者
な
ど
︶に
変
更
が
な
い
場
合
は
、

申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

▽
申
請
期
限　
５
月
24
日
︵
金
︶

申
問

税
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

　
５
月
１
日
か
ら
１
カ
月
間
、
全

国
一
斉
に
﹁
赤
十
字
運
動
﹂
が
展

開
さ
れ
ま
す
。

　
赤
十
字
社
員
と
は
、
日
本
赤
十

　
市
内
の
一
部
で
、
次
の
図
の
と

お
り
公
共
下
水
道
の
供
用
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
区
域
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
は
、
早
期
の
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
供
用
開
始
区
域

①
牛
窓
処
理
区　

　

　
牛
窓
町
長
浜
の
一
部
区
域

②
邑
久
処
理
区　

　

　
邑
久
町
百
田
の
一
部
区
域

③
長
船
中
央
処
理
区

　

　
長
船
町
服
部
、
土
師
の
一
部
区
域

問
下
水
道
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

５
１
５
１

　
地
震
発
生
時
に
一
人
一
人
が
ま

ず
自
分
の
身
を
守
り
、
無
事
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
次
の
﹁
地
震
そ
の
時
10
の
ポ
イ

ン
ト
﹂
を
参
考
に
し
て
身
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

︻
地
震
時
の
行
動
︼

①
地
震
だ
！　
ま
ず
身
の
安
全

※
揺
れ
を
感
じ
た
り
、
緊
急
地
震

　
速
報
を
受
け
た
時
は
、
丈
夫
な

　
テ
ー
ブ
ル
の
下
や
、﹁
物
が
落

　
ち
て
こ
な
い
﹂﹁
倒
れ
て
こ
な

　
い
﹂﹁
移
動
し
て
こ
な
い
﹂
空

　
間
に
身
を
寄
せ
、
揺
れ
が
お
さ

　
ま
る
ま
で
様
子
を
見
る
。

︻
地
震
直
後
の
行
動
︼

②
落
ち
つ
い
て　
火
の
元
確
認　

　
初
期
消
火

③
あ
わ
て
た
行
動　
け
が
の
も
と

④
窓
や
戸
を
開
け　
出
口
の
確
保

⑤
門
や
塀
に
は　
近
寄
ら
な
い

︻
地
震
後
の
行
動
︼

⑥
火
災
や
津
波　
確
か
な
避
難

⑦
正
し
い
情
報　
確
か
な
行
動

⑧
確
か
め
合
お
う　
わ
が
家
の
安
全

　
隣
の
安
否

⑨
協
力
し
合
っ
て　
救
出
・
救
護

⑩
避
難
の
前
に　
安
全
確
認

　
電
気
・
ガ
ス

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
４
９
３

　
障
害
児
に
対
し
、
年
１
回
、
７

月
に
福
祉
年
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
瀬
戸
内
市
障
害
児
福
祉

年
金
証
書
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

４
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い
る
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
要
件

　
４
月
１
日
ま
で
に
手
帳
を
取
得

し
、
４
月
１
日
現
在
１
年
以
上
市

内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
未
満
の

人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

　
た
だ
し
、
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
人
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
を

　
所
持
し
て
い
る
人

②
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　
・
２
級
を
所
持
し
て
い
る
人

▽
受
付
期
間

　
５
月
７
日
︵
火
︶
～
31
日
︵
金
︶

申
福
祉
課
、
本
庁
総
合
窓
口
、　

　

牛
窓
支
所
、
裳
掛
出
張
所

問
福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

　
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
や
重
度

の
精
神
障
害
の
あ
る
人
が
所
有

し
て
い
る
軽
自
動
車
は
、
申
請
に

記号の説明

よ
っ
て
、
１
人
１
台
に
限
り
軽
自

動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
４
月

１
日
現
在
で
、
満
18
歳
未
満
の
身

体
に
障
害
の
あ
る
人
、
ま
た
は
精

神
に
障
害
が
あ
る
人
と
生
計
を
同

じ
く
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
障
害
の
等
級
な
ど
条
件
に
よ
っ

て
は
減
免
の
対
象
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
自
動
車
税

な
ど
の
減
免
を
受
け
て
い
る
人
は

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
請
方
法

　
申
請
書
は
税
務
課
、
各
支
所
、

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。
印
鑑
、
障

害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
運
転
す
る

字
社
が
行
う
国
際
救
援
や
災
害
救

護
な
ど
の
人
道
的
な
理
念
や
活
動

に
賛
同
し
、
年
額
５
０
０
円
以
上

の
社
費
を
納
め
た
人
の
こ
と
で
、

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
誰
で
も

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
社

員
か
ら
の
資
金
︵
社
費
︶
と
、
一

般
の
人
か
ら
の
寄
付
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
日
本
赤
十
字
社
岡
山
県
支
部

　

瀬
戸
内
市
地
区

　
︵
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
内
︶

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
１

　
備
前
保
健
所
で
は
、
エ
イ
ズ
な

ど
の
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

匿
名
・
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
検

査
前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
性
感
染
症
に
関
す
る
相

談
も
同
時
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
検
査
内
容

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
︵
即
日
検

査
︶、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
、
梅
毒

検
査
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

▽
日
時　
６
月
７
日
︵
金
︶　

　
午
後
４
時
30
分
～
午
後
７
時

▽
場
所　
岡
山
県
備
前
保
健
所

　
︵
岡
山
市
中
区
古
京
町
１-

１-

17
︶

予
問

相
岡
山
県
備
前
保
健
所

　

☎
０
８
６-

２
７
２-
５
５
５
３

　
︵
エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
︶

　
市
で
は
、
財
政
状
況
を
よ
り
詳

し
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
新
地

方
公
会
計
制
度
︵
総
務
省
方
式
改

訂
モ
デ
ル
︶
に
基
づ
く
平
成
23
年

度
財
務
書
類
︵
普
通
会
計
財
務
書

類
４
表
、
連
結
ベ
ー
ス
財
務
書
類

４
表
︶を
作
成
し
ま
し
た
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
経
営
企
画
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
５

　

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/
     data/zaisei.html

　満 20 歳以上であれば、学生であって
も国民年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の人は一般的に所得が少
ないため、本人の所得が一定額以下の場
合、国民年金保険料の納付が猶予される

「学生納付特例制度」があります。
　学生納付特例の承認期間は４月から翌
年３月までですが、次の年度も在学予定
である場合、引き続き学生であれば、４
月初めに送られた再申請の用紙に必要事
項を記入して返送すれば、学生納付特例
が１年間継続されます。
　また、学生でない 30 歳未満の人の場
合には、本人および配偶者の所得が一定
額以下の場合に、国民年金保険料の納付
が猶予される「若年者納付猶予制度」が
あります。
　これらの制度の申請を行わず、保険料
を未納のままにしておくと、不慮の事故
などにより障害が残った場合でも、障害
年金を受けることができなくなります。
　なお、承認された期間は老齢基礎年金
を受け取るために必要な期間に算入され
ますが、年金額には反映されません。就
職などで収入が得られるようになった場
合は、将来受け取る年金を増額するため、
10 年以内であれば保険料を納めること
ができる「追納制度」の利用をお勧めし
ます。
　市民課
　☎０８６９ - ２２ - １７９０
　岡山東年金事務所
　☎０８６ - ２７０ - ７９２８

害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
運
転
す
る

学生納付特例制度と

若年者納付猶予制度

ねんきんのおはなし♪

　　知っ得！せとうち便　　

知っ得！
せとうち便

  

下
水
道
の

  

供
用
区
域
を
拡
大

①牛窓処理区

③長船中央処理区②邑久処理区
  

地
震
そ
の
時

  

10
の
ポ
イ
ン
ト

  

障
害
児
福
祉
年
金
を

  

支
給

  

障
害
の
あ
る
人
の

  

軽
自
動
車
税
を
減
免

問

  

５
月
は

  

赤
十
字
運
動
月
間

  

エ
イ
ズ
な
ど
の
夜
間
検
査

問

予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込先 …予約先 …相談先応…応募先 資…資料請求先
   

平
成
23
年
度

   

瀬
戸
内
市
財
務
書
類

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

お
知
ら
せ

ごみ減量速報
　平成 24 年４月～平成 25 年３月にお
ける市民１人１日当たりのごみ排出量は
716㌘で、基準値 782㌘からの減量率は
8.4％でした。

牛窓北小学校
粟利郷

市役所

長船支所

長船中央浄化センター
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　
４
月
か
ら
、
次
の
３
つ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
定
期
予
防
接
種
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
ワ
ク
チ
ン

①
子
宮
頸
が
ん
予
防
︵
Ｈ
Ｐ
Ｖ
︶

　
ワ
ク
チ
ン

　
対
象
者
は
、
小
学
６
年
生
～
高

校
１
年
生
相
当
年
齢
の
女
子
で
す
。

②
Ｈ
ｉ
ｂ
︵
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌

　
ｂ
型
︶
ワ
ク
チ
ン

　
対
象
者
は
、
生
後
２
月
か
ら
60

月
に
至
る
ま
で
の
乳
幼
児
で
す
。

③
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
対
象
者
は
、
生
後
２
月
か
ら
60

月
に
至
る
ま
で
の
乳
幼
児
で
す
。

※
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
の
上
、

　
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
外
の
医
療
機
関
で
も
、
県
内

　
相
互
乗
り
入
れ
予
防
接
種
協
力

　
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
接
種
で
き

　
ま
す
。

※
予
診
票
は
医
療
機
関
窓
口
に
あ

　
り
ま
す
。

問
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
次
の
条

件
に
当
て
は
ま
る
人
と
、
そ
の
家

族
の
人
は
﹁
退
職
者
医
療
制
度
﹂

で
医
療
を
受
け
ま
す
。

　
適
正
に
加
入
す
る
こ
と
で
、
市

の
負
担
が
軽
減
し
、
結
果
的
に
国

民
健
康
保
険
税
の
増
額
を
抑
え
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人

で
、
退
職
者
医
療
制
度
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
︵
表
面
の
右

上
に
﹁
退
職
﹂
と
表
記
が
あ
り
ま

す
。
右
下
図
参
照
︶
を
持
っ
て
い

な
い
場
合
は
、
対
象
者
全
員
の
保

険
証
と
年
金
証
書
︵
退
職
被
保
険

者
に
該
当
す
る
人
︶
を
持
参
し
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
退
職
被
保
険
者︵
本
人
︶の
条
件
︼

①
年
金
の
受
給
権
が
あ
る
こ
と

②
65
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

③
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
20
年

　
以
上
、
ま
た
は
40
歳
以
降
10
年

　
以
上
加
入
し
て
い
る
こ
と

︻
退
職
被
扶
養
者︵
家
族
︶の
条
件
︼

①
退
職
被
保
険
者
に
よ
り
生
計
を

　
維
持
し
て
い
る
こ
と

②
65
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

③
年
間
の
収
入
が
１
３
０
万
円
未

満
︵
60
歳
以
上
ま
た
は
障
害
者

　

の
場
合
は
１
８
０
万
円
未
満
︶

　

で
あ
る
こ
と

申
問

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-
２
２-

１
７
９
０

　
協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
な

ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
の

皆
さ
ん
が
加
入
す
る
健
康
保
険
で

す
。
平
成
25
年
４
月
か
ら
の
、
被

扶
養
者
が
、
特
定
健
診
を
県
内
の

実
施
医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合

の
自
己
負
担
額
は
１
、６
７
５
円
で
す
。

問
協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

　

☎
０
８
６-

８
０
３-

５
７
８
４

　

HPhttp://www.kyoukaikenpo.or.jp/

　
瀬
戸
内
市
、
玉
野
市
、
備
前
市

で
は
、
職
員
採
用
合
同
説
明
会
を

行
い
ま
す
。
参
加
費
無
料
、
事
前

申
込
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
５
月
２
日
︵
木
︶
午
後

　
１
時
15
分
～
午
後
４
時
40
分

　
︵
午
後
０
時
45
分
開
場
︶

▽
場
所

　
サ
ン
ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

　
︵
岡
山
市
北
区
駅
前
町
２-

３-

31
︶

▽
内
容　
採
用
試
験
の
概
要
、
業

　
務
概
要
の
説
明
、
若
手
職
員
か

　
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
少
人
数
で

　
の
職
員
と
の
対
話

問
総
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
９

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ

イ
ル
で
は
、
相
手
の
話
に
耳
を
傾

け
心
で
聴
く
﹁
傾
聴
﹂
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　
講
師
は
、
教
職
員
を
支
援
す
る

﹁
沢
田
の
杖
塾
﹂
を
主
宰
し
て
い

る
岡
山
県
公
立
学
校
学
校
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
森
口
章
氏
で
す
。

▽
日
時　
５
月
23
日
、６
月
６
日
、

　
６
月
20
日
、
８
月
８
日
、
９
月

　
５
日
、９
月
19
日
、10
月
10
日
、

　
10
月
24
日︵
い
ず
れ
も
木
曜
日
︶

　
午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ

　
ー
ス
マ
イ
ル
︵
瀬
戸
内
市
邑
久

　
町
山
田
庄
８
８
０-

１
︶

▽
対
象
者　
市
内
在
住
・
在
勤
で

　
８
回
全
て
を
受
講
で
き
る
人

▽
定
員　
30
人

　
︵
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
︶

▽
費
用　
無
料

申
問

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ス
マ
イ
ル

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０

　
市
で
は
、
認
知
症
や
障
害
に
よ

り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
を
身

近
な
地
域
で
支
援
す
る
﹁
市
民
後

見
人
﹂
の
養
成
研
修
事
前
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
や
市
民
後
見
人

に
関
心
の
あ
る
人
は
、
電
話
で
申

し
込
み
の
上
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
５
月
23
日
︵
木
︶　

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
︵
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
︶

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
定
員　
30
人

　
︵
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
︶

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
期
限　
５
月
17
日
︵
金
︶

申
問

い
き
い
き
長
寿
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

　
瀬
戸
内
市
国
際
交
流
推
進
協
議

会
で
は
、
初
め
て
韓
国
語
を
学
ぶ

人
を
対
象
と
し
た
韓
国
語
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
︵
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
︶
で
５
月
31
日

︵
金
︶
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
期
間　

　
６
～
10
月
の
第
２・４
金
曜
日

▽
時
間　
午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

▽
場
所　
中
央
公
民
館

▽
会
費　
１
回
１
、０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
購
入
者
は
、
初
回
に

　
２
、５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

▽
定
員　
25
人
︵
先
着
順
︶

申
問

瀬
戸
内
市
国
際
交
流
推
進
協

　
議
会
事
務
局︵
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
︶

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

　

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
３
０
４

募
集
し
ま
す
。

︻
森
陶
岳
氏
の
大
窯
見
学
︼

▽
内
容　
森
陶
岳
氏
の
寒
風
新
大

　
窯
︵
85
㍍
︶
を
見
学
し
ま
す
。

　
窯
の
内
部
を
見
学
す
る
こ
と
は

　
で
き
ま
せ
ん
。
窯
の
横
の
道
を

　
歩
い
て
登
り
、
大
き
さ
を
体
感

　
し
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
３
日
︵
金
・
祝
︶

　
午
前
10
時
～
、午
後
１
時
～︵
各

　
回
約
50
分
︶

▽
集
合
場
所　
寒
風
陶
芸
会
館

▽
対
象
者　

小
学
５
年
生
以
上
で

　
歩
行
に
支
障
の
な
い
人

▽
定
員　
１
回
25
人

　
︵
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
︶

▽
参
加
費　
無
料

︻
寒
風
タ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︼

▽
内
容　
巨
大
な
犬
を
造
形
し
、

　
瀬
戸
内
海
の
犬
島
に
恒
久
設
置

　
す
る
﹁
犬
島
ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
﹂
の
作
品
の
一
部
と
な
る

　
タ
イ
ル
を
作
成
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所

　

・
第
１
回　
５
月
11
日
︵
土
︶

　
１
部　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
２
部　
午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分

　
寒
風
陶
芸
会
館

　

・
第
２
回　
７
月
20
日
︵
土
︶

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
定
員　
各
回
・
各
部
30
人

　
︵
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
︶

▽
参
加
費　
３
０
０
円

申
問

寒
風
陶
芸
会
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

　

FAX
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
︵
月
曜
日
を
除
く
︶

　
文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
小

学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
と

し
た
夏
休
み
海
外
派
遣
事
業
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校

　
体
験
、
地
域
見
学
な
ど

▽
申
込
期
限　
５
月

▽
申
込
期
限　
５
月

▽
申
込
期
限

17
日
︵
金
︶

い
き
い
き
長
寿
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

議
会
事
務
局︵
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
︶

FAX

▽
派
遣
先　
米
国
、英
国
、豪
州
、

　
カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、
カ
ン
ボ

　
ジ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー

▽
日
程　
７
月
25
日
︵
木
︶
～
８
月

　
13
日
︵
火
︶
の
う
ち
８
～
18
日
間

▽
対
象　
小
学
校
３
年
生
～
高
校

　
３
年
生︵
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
︶

▽
定
員　
各
グ
ル
ー
プ
20
人

▽
参
加
費　

22
万
８
千
円
～
57
万

　
８
千
円︵
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
︶

▽
応
募
期
限　

６
月
３
日
︵
月
︶

　
ま
た
は
６
月
10
日
︵
月
︶

　
︵
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
︶

▽
応
募
方
法

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
資
料
を
請
求
し
、

必
要
事
項
を
記
入
し
た
参
加
申
込

書
を
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
説
明
会
︼

▽
日
時　
５
月
19
日
︵
日
︶

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

　
︵
岡
山
市
北
区
奉
還
町
２-

２-

１
︶

応
問

資
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３-

６
４
５
９-

４
６
６
１

　

FAX
０
３-

６
４
５
９-

４
６
３
３

　

mailinfo@kskk.or.jp　

　

〒
１
０
８-

０
０
７
３

　

東
京
都
港
区
三
田
５-

７-

８-

　

９
２
１

国民健康保険証の種類を確認（右上丸印）

  

子
宮
頸
が
ん
な
ど
の

  

ワ
ク
チ
ン
接
種

   

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
人
へ

   
退
職
者
医
療
制
度

  

協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
の
健
診
の    

  

負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

  

市
職
員
採
用
合
同

  

説
明
会

  

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

  

養
成
講
座

  

市
民
後
見
人
に

  

な
り
ま
せ
ん
か

  

寒
風
陶
芸
会
館
で

  

見
学
な
ど
の
参
加
者
を
募
集

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
９

　
寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
次
の
と

お
り
大
窯
見
学
な
ど
の
参
加
者
を

  

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業
の

  

参
加
者
を
募
集

  

韓
国
語
講
座
の

  

受
講
生
を
募
集

　　知っ得！せとうち便　　

お
知
ら
せ

募　
　

集
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無
料
法
律
・
人
権
相
談

  

な
ど

　
児
童
福
祉
関
係
の
心
配
ご
と
な

ど
が
あ
る
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
問

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
毎
月

１
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
健
康

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

　
５
月
15
日
︵
水
︶
午
前
11
時
～

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ　
足
の
病
気
と
ケ
ア
の

　
方
法
に
つ
い
て

▽
講
師　
丹
生
香
久
子
氏︵
看
護
師
︶

▽
定
員　
30
人︵
食
事
付
き
は
24
人
︶

▽
参
加
費　
食
事
付
き
５
０
０
円

　
︵
食
事
な
し
１
０
０
円
︶

▽
申
込
期
間　
５
月
１
日
︵
水
︶

　
～
14
日
︵
火
︶

申
問

瀬
戸
内
市
民
病
院

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

　
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
言
葉
で
多

く
の
人
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
、

平
成
25
年
１
月
に
満
１
０
１
歳

で
亡
く
な
っ
た
柴
田
ト
ヨ
さ
ん
。

そ
の
心
温
ま
る
詩
を
片
岡
鶴
太

郎
、市
川
團
十
郎
、佐
久
間
良
子
、

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ︵
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
︶

ら
各
界
の
著
名
人
36
人
が
揮き

毫ご
う

し

た
作
品
約
80
点
な
ど
を
展
示
す
る

柴
田
ト
ヨ
﹁
く
じ
け
な
い
で
﹂
展

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
本
展
は
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
企
画
と
し
て
開
催
す
る
も
の

で
、
展
覧
会
終
了
後
に
は
収
益
の

一
部
を
被
災
地
の
復
興
に
役
立
て

ま
す
。

▽
期
間　
５
月
26
日
︵
日
︶
ま
で

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
︵
祝

　
日
を
除
く
︶・祝
日
の
翌
日
で
す
。

▽
開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
︵
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
︶

▽
観
覧
料　
一
般
８
０
０
円
、
団

　
体
︵
20
人
以
上
︶
お
よ
び
65
歳

　
以
上
６
０
０
円
、　
中
学
生
以

　
下
無
料

問
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

　
千せ

ん
ず
さ
ん
こ
う
ぼ
う
じ

手
山
弘
法
寺
で
、
県
指
定
重

要
文
化
財
︵
民
俗
文
化
財
︶
の
踟ね

り

供
養
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
踟
供
養
は
、
良
い
行
い
に
励
む

人
を
阿
弥
陀
如
来
が
聖し

ょ
う
じ
ゅ衆
と
と
も

に
極
楽
浄
土
へ
導
く
様
子
を
劇
化

し
た
行
事
で
す
。

　
遍へ

ん
み
ょ
う
い
ん

明
院
か
ら
東と

う
じ
ゅ
い
ん

寿
院
ま
で
練
り

歩
く
行
列
の
様
子
は
、
一
般
に
も

公
開
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
５
日
︵
日
・
祝
︶

　
行
列
は
午
後
３
時
～

　
︵
１
時
間
程
度
、
雨
天
中
止
︶

▽
場
所　
千
手
山
弘
法
寺
︵
牛
窓

　
町
千
手
︶

▽
駐
車
場　
50
台
程
度

問
踟
供
養
保
存
会

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

２
０
５
０

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

２
４
５
５

　
せ
と
う
ち
村
塾
で
は
、
都
市
計

画
・
ま
ち
づ
く
り
が
専
門
の
元
岡

山
理
科
大
学
建
築
学
科
教
授
の
緒

方
清
隆
氏
を
講
師
に
招
き
、﹁
岡

山
県
内
母
子
避
難
世
帯
を
対
象
と

す
る
生
活
実
態
調
査
﹂
と
題
し
て

市
民
大
学
講
座
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
12
日
︵
日
︶　

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

▽
場
所　
中
央
公
民
館

▽
会
費　
５
０
０
円

問
今
吉
さ
ん

　

☎
０
８
０-

３
８
８
８-

８
５
０
２

　
毎
年
５
月
５
日
の
﹁
こ
ど
も
の

日
﹂
か
ら
１
週
間
は
﹁
児
童
福
祉

週
間
﹂
で
す
。
全
国
各
地
で
各
種

の
啓
発
事
業
や
行
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度﹁
児
童
福
祉
週
間
﹂

の
標
語
は
﹁
君
が
い
る　
た
だ
そ

れ
だ
け
で　
う
れ
し
い
よ
﹂で
す
。

　
家
族
や
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
年
金
事
務
所
の
職
員
が
年
金
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
５
月
16
日
︵
木
︶

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
役
所

▽
相
談
料　
無
料

予
問

岡
山
東
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
９

　
子
ど
も
の
成
長
や
発
達
に
つ
い

て
、
小
児
科
専
門
医
が
相
談
に
応

じ
、
発
達
検
査
も
行
い
ま
す
。
事

前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
６
月
５
日
︵
水
︶

※
時
間
は
予
約
後
に
決
定
し
ま
す
。

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
相
談
員　
小
児
科
専
門
医
な
ど

▽
相
談
料　
無
料

予
問

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

  

弘
法
寺
踟
供
養

  
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
特
別
展

  
柴
田
ト
ヨ
「
く
じ
け
な
い
で
」
展

  

せ
と
う
ち
村
塾
の

  
市
民
大
学
講
座

  

な
る
ほ
ど
!!
健
康
教
室

　妹尾晴美さん（瀬戸内べじたぶる）です

たまねぎのツナサラダ

料理本「瀬戸内市のおいしい味、あつまれ」から
紹介しています。

◆材料（４人分）
●タマネギ（1 個 200g）
●乾燥ワカメ（5g）
Ａ
●しょうゆ（大さじ 1）
●酢（大さじ２）

●ツナ缶（1 個 80g）

● 砂 糖（ 小 さ じ 1/2）
●練りからし（小さじ 1/2）

◆作り方
①タマネギは薄切りにする。乾燥ワカメは水で戻
　し、大きいようなら切る。
②Ａを混ぜ合わせ、①とツナ缶（汁ごと）を加え
　て和える。
※すぐに食べてもおいしいが、１日おくと味がな
　じんでよりおいしくなる。
※からしの量は好みで調節する。

「瀬戸内市のおいしい
味、あつまれ」は、若
い世代に瀬戸内市の郷
土 料 理 や 農 水 産 物 を
使った料理を紹介する
ために作成した料理本
です。
希望者には、健康づく
り推進課窓口で配布し
ています。興味のある
人は、お問い合わせく
ださい。
問健康づくり推進課
　☎０８６９ - ２６ - ５９６２

  

年
金
相
談

  

５
月
５
〜
11
日
は

  

児
童
福
祉
週
間

  

子
ど
も
の
発
達
相
談

ご
覧
の
と
お
り
、
広
報
せ
と

う
ち
は
今
月
号
か
ら
、
コ
ー

ナ
ー
を
再
編
成
し
て
い
ま

す
。
総
ペ
ー
ジ
数
を
減
ら
す

こ
と
に
よ
る
経
費
削
減
を
目

的
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。

お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
物

な
ど
は
新
コ
ー
ナ
ー
「
知
っ

得
！
せ
と
う
ち
便
」
に
掲
載

し
ま
す
。「
ま
ち
の
話
題
」「
健

康
ラ
イ
フ
」「
瀬
戸
内
発
見

伝
」
は
年
７
〜
８
回
の
不
定

期
掲
載
と
し
、
今
月
は
お
休

み
で
す
。
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募　
　

集

相　
　

談

　
本
め
す
す
す今月のお

国
宝
と
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
日

本
刀
の
お
よ
そ
４
割
が
備
前
刀
。
そ
の
歴
史

と
見
ど
こ
ろ
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た

「
岡
山
文
庫
」。
日
本
刀
を
展
示
す
る
博
物
館

ガ
イ
ド
付
で
す
。

備
前
刀

－

日
本
刀
の
王
者

－

佐
藤
寛
介
・
植
野
哲
也 

︙
著　

日
本
文
教
出
版

BooKsで
相
談
で
き
ま
す
。
事
前
申
込
は

不
要
で
す
。

▽
日
時　
５
月
９
日
︵
木
︶　
午
前

　
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　
岡
山
弁
護
士
会
館

　
︵
岡
山
市
北
区
南
方
１-

８-

29
︶

※
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
法
廷
の
見
学
・
裁
判
の
傍
聴

　
裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望

す
る
場
合
に
は
事
前
に
人
数
や
時

間
に
つ
い
て
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る

裁
判
は
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
傍
聴
席
に

は
限
り
が
あ
る
た
め
、
団
体
で
の

傍
聴
を
希
望
す
る
場
合
に
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③
検
察
庁
の
見
学

　
検
察
庁
の
見
学
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
に

は
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

・
無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
の

　

開
設
、
法
廷
の
見
学
、
裁

　

判
の
傍
聴
に
つ
い
て

相
問

岡
山
地
方
裁
判
所
総
務
課
広
報
係

　

☎
０
８
６- 

２
２
２- 

６
７
７
１

　

・
検
察
庁
の
見
学
に
つ
い
て

申
問

岡
山
地
方
検
察
庁

　

☎
０
８
６- 

２
２
４- 

５
８
６
７

　
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
、

憲
法
週
間
で
す
。こ
れ
を
受
け
て
、

裁
判
所
、
検
察
庁
、
法
務
局
お
よ

び
弁
護
士
会
で
は
、
無
料
法
律
・

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
見
学
や
裁
判
の
傍
聴
な
ど

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

①
無
料
法
律
・
人
権
相
談
所

　
土
地
、
家
屋
、
交
通
事
故
、
金

銭
の
貸
借
、
離
婚
、
相
続
、
人
権
、

子
ど
も
の
非
行
・
人
権
、
登
記
な

ど
の
法
律
問
題
に
つ
い
て
、
無
料
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1 水 ②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター

２ 木
⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　ゆめトピア長船
⑪ジョブスポットせとうち出張相談会
　10：00 ～ 12：00　13：00 ～ 15：00　ゆめトピア長船
⑬窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

3 金 憲法記念日

4 土 みどりの日体市民スポーツ吹矢大会　9：00 ～　邑久 B&G海洋センター
5 日 こどもの日
6 月 振替休日
7 火

8 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑫ 1歳 6カ月児健診【対象：平成 23年 10 月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船　
体骨骨健康貯筋クラス　9：30 ～ 11：00　邑久 B&G海洋センター

9 木
⑪ジョブスポットせとうち出張相談会
　10：00 ～ 12：00　13：00 ～ 15：00　牛窓支所
⑫ 2歳児健診【対象：平成 23年 1月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

10 金
⑥離乳食講習会【対象：4～ 6カ月児】
　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

11 土 体市民スポーツ吹矢大会　9：00 ～　邑久 B&G海洋センター

12 日
体歩こう会　牛窓神社コース　9：30瀬戸内市立美術館駐車場集合
体瀬戸内市ふれあいソフトテニス大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園

13 月 ⑦こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船
14 火

15 水

②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
④住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑫乳児健診（9カ月児）【対象：平成 24年 8月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船
体骨骨健康貯筋クラス　9：30 ～ 11：00　邑久 B&G海洋センター

16 木 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所
⑨乳幼児こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

17 金
18 土 体市民スポーツ吹矢大会　9：00 ～　邑久 B&G海洋センター

19 日
体瀬戸内市バドミントン大会　9：00 ～　邑久中学校体育館
体 B&G財団会長杯争奪瀬戸内市バレーボール交流大会
　9：00 ～　邑久 B&G海洋センター

20 月
21 火

22 水

①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　牛窓町公民館
⑫ 3歳児健診【対象：平成 21年 11 月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船　
体骨骨健康貯筋クラス　9：30 ～ 11：00　邑久 B&G海洋センター

23 木 ⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　ゆめトピア長船

24 金
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会【対象：7～ 12 カ月児】
　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船

25 土 体瀬戸内市民ゴルフ五月大会　9：00 ～　長船カントリークラブ
26 日 体 B&G財団会長杯瀬戸内市ダブルステニス大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園
27 月 ⑦こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船
28 火 ⑤育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船
29 水 体骨骨健康貯筋クラス　9：30 ～ 11：00　邑久 B&G海洋センター
30 木
31 金 　

 

柴
田
ト
ヨ
「
く
じ
け
な
い
で
」
展
（
〜
５
月
26
日
）

 

日
光
二
荒
山
神
社　

宝
刀
展
（
〜
６
月
16
日
）

人の動き《平成 25年４月 1日現在》
人口 ３８，９０９人 （－９８） 男 １８，５１１人  （－５０）

世帯 １４，９４０世帯（　＋４） 女 ２０，３９８人  （－４８）

美吉村芳生展（5 月 31 日～ 7月 15 日）

52013年 　　 月の予定
①行政相談（主に行政全般に関する相談） 
　問総務課　☎０８６９- ２２ - １１１２
②心配ごと相談（さまざまな相談を受け付けます、要予約） 　
　問予瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　問人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２
④住宅増改築相談 
　問建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
⑤育児相談（乳幼児に関する相談） 
　問健康づくり推進課　☎０８６９- ２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会 
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　問健康づくり推進課　☎０８６９- ２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９- ２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談） 
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９- ２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談） 
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　問福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３
⑪ジョブスポットせとうち出張相談会 
　（求職者を対象とした相談）
　問福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４１
⑫子どもの健診 
　問健康づくり推進課　☎０８６９- ２６ - ５９６２
⑬窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い合
　　わせください。
　問　・市民課　☎０８６９-２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９-２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９-２２ - ２４６４
※①～⑬の日時は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問生活環境課　☎０８６９- ２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもりを
　含む）・発達障害などに関する相談）
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９- ２２ - ９６００
○発達障害専門相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予福祉課
　　☎０８６９- ２６ - ５９４３
刀備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９-６６ -７７６７
美瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９-３４ -３１３０
体体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

５月 31日（金）が納付期限の市税・保険料
軽自動車税【全期】
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。
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まちづくり推
進課

☎0869-22
-1031問

山崎太
たいせい

晴ちゃん
お住まい　邑久町下笠加
ひとこと　
太晴が生まれて無事一歳を迎えま
した。これからも、スクスク元気
いっぱい大っきくなってね♪

（父 始さん・母 里枝さん）

市民ギャラリー市民ギャラリー

▼

山本敏子さん

投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、続柄：２人ま

で）からの

ひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内

④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日時、コメント

などを記入

★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・ＦＡＸ

・電子メー

ルなどでまちづくり推進課へ送付してくださ
い。匿名・

ペンネームを希望する場合は、その旨もお書
きください。

★留意点
　原則として、投稿していただいた原稿や作

品は返却し

ていません。掲載の都合上、すべての作品を
掲載できな

い場合もありますので、あらかじめご了承く
ださい。

 　問応瀬戸内市役所　まちづくり推進課
　〒７０１-４２９２　瀬戸内市邑久町尾張３

００-１

　☎０８６９- ２２ - １０３１
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

題名　春らんまん
撮影場所　大橋大用水沿い（邑久町豊原）
撮影日時　平成 25 年４月５日
撮影者　小倉芳子さん
コメント　花見客のいない小さな桜並木客

瀬戸内写真館瀬戸内写真館

Taisei
 平成24年 3月 17日生まれ

▼
広
報
担
当
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ど
う

書
い
た
ら
分
か
り
や
す
い
の
か
、
試
行

錯
誤
し
た
３
年
間
で
し
た
。
▼
取
材
先

な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

よ
し
こ

▼
４
月
の
人
事
異
動
で
、
広
報
担
当
に

な
り
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り

で
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
瀬
戸
内
市
の

魅
力
を
少
し
で
も
皆
さ
ん
に
お
伝
え
で

き
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
　

ち
ひ
ろ

▼
今
月
か
ら
ス
リ
ム
に
変
身
し
た
広
報

せ
と
う
ち
。
ペ
ー
ジ
数
は
減
り
ま
し
た

が
、
要
点
を
押
さ
え
て
役
に
立
つ
情
報

を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ナ
ガ
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